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万
国
博
覧
会
と
作
品
出
品
者

～
焼
き
物
（
陶
磁
器
や
七
宝
焼
）
に
携
わ
っ
た
人
々
を
中
心
に
～

松

　

田

　

千

　

晴

一
　
は
じ
め
に

欧
米
列
強
の
軍
事
的
圧
力
に
よ
っ
て
開
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
本
は
、
欧
米
先
進
国

の
科
学
技
術
力
を
目
の
当
た
り
に
し
、
富
国
強
兵
を
図
っ
て
植
民
地
化
の
波
を
は
ね
返
そ

う
と
し
た
。

富
国
強
兵
の
重
要
な
柱
と
な
っ
た
の
が
欧
米
先
進
国
の
生
産
技
術
の
導
入
と
日
本
か
ら

の
輸
出
振
興
に
よ
る
殖
産
興
業
政
策
で
あ
り
、
政
策
推
進
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
が
欧
米

先
進
国
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
や
国
内
で
開
催
さ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
な
ど
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
先
学
（
註
1
）
　
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
将
来
的
に
重
要
な
輸
出
品
に
な
り
得
る
と
明
治
政
府
が
判
断
し
た

焼
き
物
　
（
陶
磁
器
や
七
宝
焼
）
を
出
品
し
た
人
々
の
側
に
立
ち
、
万
国
博
覧
会
が
出
品
者

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
当
時
の
記
録
な
ど
か
ら

見
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

以
後
、
「
表
1
　
明
治
時
代
に
開
催
さ
れ
た
主
な
博
覧
会
と
日
本
の
対
応
」
　
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
規
模
の
大
小
は
あ
る
も
の
の
欧
米
を
中
心
と
し
て
毎
年
の
よ
う
に
万
国
博

覧
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
万
国
博
覧
会
と
い
う
も
の
の
意
義
を
い
ち

早
く
理
解
し
日
本
に
紹
介
し
た
の
は
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
　
の
竹

内
遣
欧
使
節
団
の
一
員
と
し
て
第
二
回
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
を
目
の
当
た
り
に
し
た
福

沢
諭
吉
が
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
　
に
出
版
し
た
　
『
西
洋
事
情
』
　
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
明
治
政
府
自
体
も
、
万
国
博
覧
会
を
文
明
開
化
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
う
観

点
　
（
長
期
的
視
野
）
、
及
び
貿
易
立
国
を
め
ざ
す
日
本
に
と
っ
て
絶
好
の
売
り
込
み
の
機

会
で
あ
る
と
い
う
観
点
（
短
期
的
視
野
）
　
か
ら
と
ら
え
た
。
そ
し
て
、
長
期
的
視
野
に
立
っ

て
欧
米
で
開
催
さ
れ
る
万
国
博
覧
会
に
な
ん
度
も
調
査
団
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
短
期

的
視
野
に
立
っ
て
万
国
博
覧
会
場
に
日
本
館
を
特
設
し
た
り
日
本
文
化
の
独
自
性
が
色
濃

く
表
れ
た
工
芸
品
を
出
品
し
た
り
し
て
販
売
促
進
を
図
っ
た
　
（
註
3
）
。

二
　
万
回
博
覧
会
の
誕
生
と
明
治
政
府
の
立
場

英
国
で
始
ま
っ
た
産
業
革
命
は
大
量
生
産
時
代
を
到
来
さ
せ
、
欧
米
先
進
国
を
し
て
産

業
革
命
以
前
に
各
国
が
保
有
し
て
い
た
国
あ
る
い
は
〓
疋
の
地
域
以
上
の
広
大
な
市
場
を

新
た
に
必
要
と
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
全
世
界
の
情
報
（
工
業
文
明
が
生
み
出
し
た
技
術
と
そ
の
成
果
）
を
一
堂

に
紹
介
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
が
、
圧
倒
的
な
工
業
力
を
も
つ
英
国
に
お
い
て
企
画
・
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
　
の
第
一
回
ロ
ン
ド
ン
万

国
博
覧
会
（
正
式
名
称
は
　
「
万
国
の
産
業
の
成
果
の
大
博
覧
会
」
）
　
で
あ
る
　
（
註
2
）
。

三
　
焼
き
物
の
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
状
況

そ
れ
で
は
、
出
品
者
側
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
焼
き
物
関
係
の
出

品
者
の
動
向
を
中
心
に
、
主
な
万
国
博
覧
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
第
二
回
パ
リ
万
国
博
覧
会

日
本
が
万
国
博
覧
会
に
公
式
参
加
し
た
の
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
　
の
第
二
回
パ

リ
万
国
博
覧
会
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
と
き
日
本
か
ら
出
品
さ
れ
た
の
は
、
陶
磁
器
や
漆

器
・
金
細
工
・
銅
器
・
甲
胃
刀
槍
・
浮
世
絵
か
ら
和
紙
・
材
木
・
鉱
物
に
い
た
る
特
産
品

で
あ
っ
た
。

陶
磁
器
は
漆
器
な
ど
と
と
も
に
伝
統
的
な
特
産
品
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、

特
別
な
位
置
、
、
つ
け
を
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）
　
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会

明
治
政
府
が
初
め
て
万
国
博
覧
会
に
参
加
し
た
の
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
ウ
ィ

ー
ン
万
国
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
襖
国
　
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
　
政
府
か
ら
正
式
に
参
加
要
請
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を
受
け
た
明
治
政
府
は
大
隈
重
信
・
寺
島
宗
則
・
井
上
馨
を
博
覧
会
事
務
取
扱
に
任
命

し
　
（
事
務
局
の
総
勢
一
一
一
名
）
、
お
雇
い
外
国
人
ワ
グ
ネ
ル
　
（
ド
イ
ツ
人
）
　
の
指
導
助

言
の
も
と
参
加
準
備
に
入
っ
た
。

明
治
政
府
は
同
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
意
義
を
、
欧
米
先
進
国
の
優
れ
た
工
業
技
術
を

学
ぶ
こ
と
、
及
び
世
界
に
日
本
製
品
（
生
糸
・
蚕
卵
紙
・
茶
・
和
紙
・
陶
磁
器
・
漆
器
な

ど
）
　
の
優
秀
さ
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
と
し
、
一
年
余
の
準
備
期
間
を
も
っ
て
日
本

文
化
を
体
系
的
に
紹
介
で
き
る
出
品
内
容
と
し
た
結
果
、
日
本
か
ら
万
国
博
覧
会
場
に
持

ち
込
ま
れ
た
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
織
物
・
漆
器
・
銅
器
・
陶
磁
器
・
七
宝
（
し
っ
ほ
う
）

焼
（
註
4
）
・
象
牙
細
工
・
縫
甲
（
べ
っ
こ
う
）
細
工
・
革
細
工
な
ど
は
大
変
な
人
気
を

博
し
、
入
場
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
各
国
の
博
物
館
も
意
識
的
に
資
料
収
集
を
行
っ
た
。

同
万
国
博
覧
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、
博
覧
会
事
務
局
副
総
裁
に
任
じ
ら
れ
た
佐

野
常
民
は
や
が
て
重
要
な
輸
出
品
に
な
る
で
あ
ろ
う
陶
磁
器
に
特
別
の
配
慮
を
払
い
、

「
陶
器
給
付
に
関
し
て
は
東
京
府
下
の
本
業
者
十
有
余
名
に
命
じ
花
瓶
に
新
規
の
画
を
描

か
し
め
た
る
」
　
（
註
5
）

と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
絵
画
の
よ
う
に
質
の
高
い
上
絵
付
を
目
的
と
し
た
博
覧
会
事
務
局

付
属
陶
磁
製
造
所
を
明
治
五
年
に
設
立
　
（
責
任
者
は
後
に
瓢
地
図
を
設
立
す
る
河
原
徳
立

と
く
り
ゆ
う
）
　
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
陶
磁
器
が
、

「
陶
器
は
名
に
お
ふ
伊
万
里
焼
、
京
の
清
水
栗
田
焼
、
美
濃
の
岐
阜
焼
、
尾
張
焼
、
加
賀

の
九
谷
の
う
る
は
し
き
又
は
薩
摩
の
風
雅
な
る
万
古
の
土
瓶
、
淡
路
の
焼
物
」
　
（
註
6
）

と
い
う
記
述
か
ら
美
濃
焼
・
瀬
戸
焼
・
九
谷
焼
・
京
焼
・
有
田
焼
・
薩
摩
焼
な
ど
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

ち
な
み
に
、
陶
磁
器
部
門
及
び
七
宝
焼
部
門
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
入
賞
（
註
7
）

が
見
ら
れ
た
。

【
名
誉
賞
】

肥
前
有
田

【
進
歩
賞
牌
】

陶
器
製
造
所

二八

愛
知
県

愛
知
県
（
七
宝
焼
）

鹿
児
島
県

【
有
功
賞
牌
】

勧
業
寮

長
崎
県

京
都
栗
田
五
条
坂
の
陶
工

淡
路
の
工
人
加
集
三
平

【
表
　
　
状
】

三
重
県

石
川
県

岐
阜
県
の
工
人
万
助

【
協
賛
賞
牌
】

愛
知
県
の
川
本
析
吉

た
だ
し
、
岐
阜
県
の
工
人
万
助
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
記
述
か
ら
美
濃
国
の
人
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
だ
け
は
推
測
で
き
る
も
の
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
万
国
博
覧
会
へ
の
日
本
か
ら
の
派
遣
団
は
七
二
名
に
お
よ
び
、
欧
州
先

進
国
に
お
い
て
先
端
技
術
の
習
得
に
あ
た
っ
て
い
る
。
陶
磁
器
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の

と
き
日
本
に
導
入
さ
れ
た
先
端
技
術
の
一
つ
が
、
石
膏
（
せ
っ
こ
う
）
　
に
よ
る
鋳
型
成
形

法
で
あ
っ
た
。
こ
の
技
法
に
は
、
石
膏
の
状
態
さ
え
同
じ
で
あ
れ
ば
、
透
き
通
る
ほ
ど
厚

み
の
薄
い
均
質
の
器
形
の
量
産
が
可
能
と
い
う
特
色
が
あ
っ
た
　
（
註
8
）
。
ち
な
み
に
、

美
濃
窯
（
よ
う
）
　
に
お
い
て
最
初
に
こ
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
の
は
、
美
術
工
芸
品
の
量

産
で
知
ら
れ
る
西
浦
焼
の
西
浦
円
治
（
土
岐
郡
多
治
見
村
）
　
で
あ
っ
た
　
（
註
9
）
。

（
3
）
　
ア
メ
リ
カ
独
立
百
年
万
国
博
覧
会

次
い
で
明
治
政
府
が
参
加
し
た
の
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
　
に
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
独
立
百
年
万
国
博
覧
会
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
商
工
業
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の
発
展
に
直
接
役
立
た
せ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
最
高
責
任
者
に
大
久
保
利
通
と
西
郷

従
道
を
い
た
だ
い
て
ワ
グ
ネ
ル
の
指
導
助
言
の
も
と
参
加
準
備
に
入
っ
た
。

そ
の
結
果
、
陶
器
部
門
で
は
横
浜
の
宮
川
香
山
　
（
み
や
が
わ
　
こ
う
ざ
ん
　
京
都
粟
田

口
に
生
ま
れ
明
治
四
年
に
輸
出
用
陶
磁
器
制
作
の
真
葛
焼
を
横
浜
に
開
窯
　
明
治
二
九
年

に
帝
室
技
芸
員
）
を
は
じ
め
薩
摩
焼
と
万
古
焼
か
ら
一
名
ず
つ
、
磁
器
部
門
で
は
有
田
か

ら
深
川
栄
左
衛
門
　
（
明
治
九
年
に
香
蘭
社
を
創
設
）
他
二
名
・
京
都
か
ら
乾
山
伝
七
　
（
か

ん
ざ
ん
　
で
ん
ひ
ち
　
尾
張
国
瀬
戸
に
生
ま
れ
京
都
に
移
っ
て
磁
器
を
制
作
）
・
和
気
亀

亭
（
わ
け
　
き
て
い
　
染
付
に
は
じ
ま
り
京
薩
摩
を
制
作
）
・
永
楽
善
五
郎
（
え
い
ら
く

ぜ
ん
ご
ろ
う
　
京
煤
の
本
流
を
歩
み
な
が
ら
色
絵
付
な
ど
に
も
力
量
を
発
揮
）
・
加
賀
国

か
ら
円
中
孫
平
他
三
名
・
東
京
の
瓢
池
園
（
ひ
ょ
う
ち
え
ん
）
・
瀬
戸
の
川
本
新
吉
　
（
か

わ
も
と
　
ま
す
き
ち
　
瀬
戸
窯
に
お
け
る
最
初
の
輸
出
用
磁
器
を
制
作
）
・
川
本
半
助

（
輸
出
用
染
付
磁
器
を
制
作
）
　
が
、
七
宝
部
門
で
は
名
古
屋
の
七
宝
会
社
が
入
賞
し
て
い

る
　
（
註
1
0
）
。

と
こ
ろ
で
、
同
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
類
別
　
（
註
Ⅱ
）
を
見
る
と
、
陶
磁
器
や
七
宝
焼

（
薩
摩
・
淡
路
・
太
田
陶
器
花
瓶
類
、
万
古
・
美
濃
・
東
京
・
三
河
・
有
田
・
栗
田
・
清

水
・
永
楽
・
九
谷
・
七
宝
・
瀬
戸
・
唐
津
焼
他
）
は
製
造
物
の
中
に
類
別
さ
れ
、
ま
だ
美

術
（
彫
像
・
書
・
彫
刻
・
石
版
・
写
真
な
ど
）
　
の
部
類
に
は
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

（
4
）
　
第
三
回
パ
リ
万
国
博
覧
会

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
　
の
第
三
回
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
場
合
は
、
輸
出
拡
大
の
絶

好
の
機
会
と
と
ら
え
た
明
治
政
府
が
、
民
間
か
ら
の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
国
策
会
社
で
あ
る
三
井
物
産
や
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
翌
年
に

佐
野
常
民
の
斡
旋
で
誕
生
し
た
貿
易
会
社
「
起
立
工
商
会
社
」
　
（
き
り
う
こ
う
し
ょ
う

取
扱
い
品
目
は
農
産
物
と
美
術
工
芸
品
）
・
佐
賀
県
有
田
の
香
蘭
社
（
こ
う
ら
ん
　
ア
メ

リ
カ
独
立
百
年
万
国
博
覧
会
参
加
を
機
に
明
治
九
年
に
設
立
さ
れ
た
輸
出
用
磁
器
製
造
会

社
）
・
七
宝
会
社
　
（
名
工
竹
内
忠
兵
衛
を
は
じ
め
多
く
の
工
人
を
擬
し
て
明
治
四
年
に
名

古
屋
に
設
立
さ
れ
た
七
宝
焼
の
製
造
販
売
を
目
的
と
す
る
会
社
）
・
瓢
池
園
（
ウ
ィ
ー
ン

万
国
博
覧
会
事
務
局
付
属
陶
磁
器
製
造
所
の
解
散
を
受
け
て
明
治
六
年
に
東
京
に
誕
生
し

た
輸
出
用
磁
器
の
上
絵
付
専
門
工
場
）
や
宮
川
香
山
代
理
人
な
ど
　
（
註
1
2
）
陶
磁
器
及
び

七
宝
焼
に
関
わ
り
の
あ
る
会
社
名
や
作
家
名
が
見
ら
れ
る
。

日
本
か
ら
の
出
品
物
は
同
万
国
博
覧
会
に
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
高
い
評
価
を
得

た
。
特
に
陶
磁
器
や
七
宝
焼
に
関
し
て
は
、
次
に
一
覧
（
註
1
3
）
を
も
っ
て
紹
介
す
る
が
、

「
陶
磁
器
は
出
品
点
数
最
も
多
く
審
査
評
亦
区
々
た
り
、
中
に
在
り
て
有
田
香
蘭
社
出
品

は
充
実
精
巧
、
愛
知
七
宝
会
社
出
品
は
堅
実
低
廉
、
神
奈
川
香
山
社
出
品
は
形
奇
古
に

し
て
雅
致
に
富
み
東
京
瓢
池
園
の
画
は
風
采
宜
し
く
何
れ
も
金
賞
牌
を
勝
ち
得
た
り
。

其
他
鋼
牌
賞
状
等
総
て
二
十
六
個
を
得
た
る
」
（
註
1
4
）

と
い
う
よ
う
な
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。

し
か
し
、
同
時
に
、

「
欧
州
向
き
と
し
て
只
管
外
国
風
を
摸
し
却
っ
て
日
本
固
有
の
雅
致
を
失
ひ
た
る
も
の
あ

る
は
警
戒
す
べ
L
L
（
註
1
5
）

と
の
批
評
は
後
の
陶
磁
器
・
七
宝
焼
業
界
の
姿
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明

治
に
入
っ
て
輸
出
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
七
宝
会
社
や
瓢
池
園
・
香
蘭
社
な
ど
の
作
品
が

金
牌
を
受
賞
し
、
伝
統
的
な
京
焼
の
名
工
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
永
楽
善
五
郎
や
清
水

六
兵
衛
（
き
よ
み
ず
　
ろ
く
べ
ゝ
え
）
・
高
橋
通
人
　
（
た
か
は
し
　
ど
う
は
ち
）
が
銅
牌
に

終
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
美
術
工
芸
界
と
し
て
は
今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
（
註
1
6
）
　
で
あ
っ
た
。

【
名
誉
賞
状
】

金
牌
の
部

東
京
府
下

瓢
　
池
　
園
（
明
治
六
年
東
京
に
設
立
）

神
奈
川
県
下
　
　
宮
川
　
香
山
　
（
初
代
・
京
都
に
生
ま
れ
明
治
四
年
か
ら

愛
知
県
下

薩
摩
風
の
輸
出
用
陶
磁
器
を
横
浜
で
制
作
）

七
宝
会
社
（
明
治
四
年
名
古
屋
に
設
立
）
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佐
賀
県
下

銀
牌
の
部

京
都
府
下

香
　
蘭
　
社
　
（
明
治
九
年
有
田
に
設
立
）

三
重
県
下

石
川
県
下

石
川
県
下

鹿
児
島
県
下

銅
牌
の
部

乾
山
　
伝
七
　
（
瀬
戸
に
生
ま
れ
て
京
都
に
移
り
皇
室
御

用
品
を
制
作
）

舟
山
　
青
海
（
た
ん
ざ
ん
　
せ
い
か
い
）

円
中
　
孫
平
（
金
沢
の
九
谷
焼
の
輸
出
商
）

柿
本
彦
左
衛
門

賞
状
の
部

三〇

谷

　

　

ス

ミ

河
部
　
碧
海
（
明
治
二
年
に
九
谷
焼
の
輸
出
用
陶
磁
器

工
場
を
金
沢
に
設
立
）

京
都
府
下

愛
知
県
下

々

岐
阜
県
下

熊
本
県
庁

永
楽
善
五
郎
（
西
村
家
一
四
代
・
明
治
三
年
に
家
督
を

継
い
で
茶
道
具
を
制
作
）

和
気
　
亀
亭
（
四
代
）

清
水
六
兵
衛
（
四
代
・
輸
出
用
陶
器
を
制
作
）

高
橋
　
道
八
　
（
四
代
・
京
都
粟
田
口
の
名
門
で
優
美
な

京
焼
を
制
作
）

加
藤
勘
四
郎

川
本
　
析
吉
（
初
代
・
瀬
戸
で
輸
出
用
の
染
付
を
制
作

し
　
「
瀬
戸
磁
工
社
」
と
　
「
磁
工
社
」
を
瀬
戸
と
東
京
に
設

立）
加
藤
杢
左
衛
門
（
二
代
・
「
杢
兵
衛
」
　
あ
る
い
は
　
「
陶

楽
園
」
と
号
し
て
瀬
戸
で
輸
出
用
磁
器
を
工
場
生
産
）

川
本
　
半
助
　
（
六
代
・
瀬
戸
で
輸
出
用
染
付
な
ど
を
制

作
し
「
瀬
戸
磁
工
社
」
を
設
立
）

加
藤
　
吾
助
（
明
治
初
期
に
西
浦
焼
の
製
造
主
任
と
な

り
同
一
一
年
頃
に
独
立
し
て
染
付
を
制
作
）

清
水
　
温
古

東
京
府
下

〃ケ

京
都
府
下

愛
知
県
下

々

三
重
県
下

石
川
県
下

長
崎
県
庁

松
本
　
芳
延

太
田
　
万
吉

樋
口
八
十
吉

青
木
　
虎
吉

清
水
七
兵
衛

山
田
　
茂
七

加
藤
紋
右
衛
門
（
六
代
・
「
還
情
園
」
　
あ
る
い
は
　
「
池

紋
」
と
号
し
て
磁
器
を
制
作
）

秋
山
　
貞
次

高
木
　
閑
斎

森
与
五
左
衛
門

笹
田
　
蔵
二

と
こ
ろ
で
、
同
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、
粗
悪
品
の
代
表
の
ご
と
き
評
価
を
下
さ
れ
て

い
た
美
濃
窯
で
磁
器
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
加
藤
吾
助
（
加
藤
五
輔
）
　
の
　
「
富
士
山
を

描
い
た
花
瓶
」
（
註
1
7
）
が
京
焼
の
名
工
た
ち
と
と
も
に
鋼
牌
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
美

濃
窯
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
の
陶
磁
器
関
係
者
に
驚
き
を
も
っ
て
伝
わ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
な
に
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
受
賞
は
美
濃
窯
の
関
係
者
の
自
信
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
美
濃
窯
の
面
目
躍
如
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
　
シ
ド
二
－
万
国
博
覧
会

明
治
二
一
年
（
一
八
七
九
）
　
に
豪
州
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
は
、
小

規
模
万
国
博
覧
会
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
官
費
（
七
名
）
及
び
私
費
（
四
名
）
　
の
出
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品
関
係
者
が
派
遣
さ
れ
た
。
官
費
の
中
に
は
宮
川
香
山
や
西
浦
円
治
（
岐
阜
県
当
局
か
ら

出
品
者
総
代
に
任
ぜ
ら
れ
る
）
　
の
代
理
人
を
含
み
、
私
費
と
し
て
は
三
井
物
産
や
起
立
工

商
会
社
が
参
加
し
て
い
た
　
（
註
1
8
）
。

ち
な
み
に
、
同
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
西
浦
円
治
の
出
品
し
た
西
浦
焼
は
特
賛
賞
及
び

銅
牌
を
受
賞
し
て
い
る
　
（
註
1
9
）
。

（
6
）
　
　
コ
ロ
ン
ブ
ス
大
陸
発
見
四
〇
〇
年
記
念
万
国
博
覧
会

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
　
に
米
国
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
大
陸
発
見
四

〇
〇
年
記
念
万
国
博
覧
会
に
対
し
て
も
、
明
治
政
府
は
積
極
的
に
参
加
し
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
当
時
の
日
本
が
す
で
に
輸
出
型
の
産
業
構
造
を
構
築
し
っ
つ
あ
り
、
米
国
そ
の
も

の
が
日
本
に
と
っ
て
は
主
要
輸
出
国
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
。
輸

出
振
興
を
目
指
す
明
治
政
府
は
、
厳
選
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
を
は
じ
め
一
六
、
五
〇
〇
点

も
の
出
品
を
敢
行
し
た
の
で
あ
る
　
（
註
2
0
）
。

日
本
の
出
品
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
本
博
覧
会
に
於
け
る
本
邦
の
出
品
は
其
数
量
に
於
て
前
例
な
く
且
つ
我
国
の
文
物
制
度

よ
り
生
産
製
造
の
各
方
面
に
亙
る
豊
富
な
る
出
品
を
試
み
産
業
国
と
し
て
の
真
価
を
発

揮
す
る
に
至
り
た
り
、
而
し
て
本
邦
出
品
区
中
最
も
重
要
な
る
は
工
芸
部
に
し
て
工
芸

館
内
日
本
部
は
英
、
仏
、
独
、
襖
、
白
、
瑞
西
等
の
主
要
賛
同
国
間
に
介
在
し
て
平
和

の
競
争
に
当
れ
る
も
の
に
し
て
陶
磁
器
、
七
宝
、
金
属
器
、
絹
織
物
、
漆
器
、
家
具
類

及
木
材
彫
刻
品
等
を
陳
列
せ
り
。
陶
器
中
絵
付
物
は
其
声
価
昔
日
の
如
く
な
ら
ず
染
付

本
禁
物
、
無
地
物
等
温
べ
て
清
酒
淡
泊
な
る
も
の
時
好
に
適
し
需
要
多
く
、
七
宝
は
大

作
物
よ
り
は
小
型
軽
便
且
つ
実
用
向
き
の
も
の
趣
好
に
投
ぜ
り
、
金
属
器
類
は
概
し
て

観
客
の
注
意
を
逸
せ
り
」
　
（
註
2
1
）

と
い
う
記
述
か
ら
、
焼
き
物
が
入
場
者
の
注
目
を
集
め
売
れ
行
き
も
好
調
で
あ
っ
た
こ
と

が
伺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
焼
き
物
に
対
す
る
購
買
層
の
趣
向
が
変
化
し
始
め
て
い

る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

陶
磁
器
類
は
主
と
し
て
工
芸
館
に
展
示
さ
れ
た
が
、
真
葛
香
山
　
（
宮
川
香
山
）
　
の
　
「
龍

に
青
梅
波
花
瓶
」
　
や
竹
本
隼
太
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
仏
国
セ
ー
ブ
ル
窯
の
作
品
な
ど
と

と
も
に
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
好
評
を
博
し
た
と
あ
る
　
（
註
2
2
）
　
こ
と
か
ら
、
芸
術
性
が

高
い
と
い
う
国
内
の
評
価
に
基
づ
い
て
別
格
扱
い
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
同
博
覧
会
へ
の
出
品
物
の
中
に
は
、
美
濃
国
恵
那
郡
茄
子
川
（
な
す
び
が
わ
）

村
に
生
ま
れ
、
東
京
に
出
て
薩
摩
風
細
密
画
の
作
品
制
作
で
名
を
馳
せ
た
成
瀬
誠
志
　
（
な

る
せ
　
せ
い
し
）
　
の
作
品
も
含
ま
れ
て
い
た
。
郷
里
　
（
現
中
津
川
市
の
内
）
　
に
戻
っ
た
成

瀬
誠
志
は
、
同
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
を
意
図
し
全
精
力
を
傾
注
し
て
　
「
日
光
陽
明
門
」

な
る
作
品
を
制
作
し
た
。
し
か
し
、
運
搬
途
中
の
荷
崩
れ
に
よ
っ
て
破
損
し
た
た
め
、
破

損
を
免
れ
た
屋
根
の
部
分
の
み
を
出
品
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
美
術
家
か
ら
賞

賛
さ
れ
て
工
芸
一
等
賞
を
受
賞
し
た
の
で
あ
っ
た
　
（
註
2
3
）
。

（
1
）
　
第
五
回
パ
リ
万
国
博
覧
会

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
　
の
第
五
回
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
対
し
て
も
、
明
治
政
府
は

積
極
的
な
参
加
方
針
を
も
っ
て
臨
ん
だ
。
出
品
は
将
来
の
国
際
競
争
に
耐
え
得
る
も
の
と

し
、
一
般
の
製
品
に
つ
い
て
は
す
で
に
貿
易
品
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
も
の
か

将
来
貿
易
品
と
し
て
有
望
な
も
の
を
、
美
術
品
に
つ
い
て
は
日
本
古
来
の
伝
統
に
基
づ
い

た
も
の
を
選
定
し
た
。
国
内
最
高
の
芸
術
家
と
目
さ
れ
た
人
々
に
対
し
て
は
、
当
時
す
で

に
帝
室
技
芸
員
（
明
治
二
三
年
に
美
術
の
保
護
奨
励
策
の
一
つ
と
し
て
美
術
家
を
優
遇
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
）
　
の
称
号
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
の
作
品
も
ま
た
同

万
国
博
覧
会
出
品
の
た
め
に
買
い
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
　
（
註
2
4
）
。

陶
磁
器
や
七
宝
焼
が
含
ま
れ
る
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
は
、

「
優
等
工
芸
品
は
美
術
を
応
用
し
制
作
良
好
に
し
て
観
賞
実
用
其
宜
し
き
を
得
た
る
も
の
」

（註25）
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
出
品
物
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

「
美
術
工
芸
品
は
本
邦
出
品
中
の
精
華
た
り
、
さ
れ
ば
芸
術
に
於
て
は
欧
米
に
冠
た
る
の

名
誉
を
荷
へ
る
巴
里
府
に
於
て
列
国
の
競
争
に
加
は
ら
ん
と
せ
ば
、
特
に
優
秀
卓
絶
の

出
品
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
　
（
註
2
6
）

三
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と
い
う
姿
勢
で
臨
み
、
　
　
　
　
　
　
　
臥

「
普
通
出
品
に
一
段
の
光
彩
を
加
へ
ん
」
　
（
註
2
7
）

と
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
か
ら
の
出
品
が
明
治
政
府
の
主
導
で
厳
密
に
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

らず、「
漆
器
、
銅
器
、
金
銀
器
、
陶
磁
器
、
七
宝
、
象
牙
細
工
、
玩
具
、
花
菱
、
監
寵
等
の
出

品
は
一
般
に
制
作
の
緻
密
精
巧
を
認
め
ら
れ
た
る
も
意
匠
と
実
用
と
の
点
に
至
り
て
は

往
々
非
難
を
免
れ
ざ
る
も
の
あ
り
。

中
に
在
り
て
陶
磁
器
出
品
は
一
般
に
好
評
を
得
、
殊
に
宮
川
香
山
の
出
品
に
至
り
て

は
彩
色
の
濃
淡
配
合
間
然
す
る
所
な
し
と
い
ふ
べ
く
、
香
蘭
社
、
錦
光
山
、
清
風
、
数

明
山
等
の
出
品
亦
頗
る
好
評
あ
り
、

（中略）金
銀
器
、
七
宝
等
に
在
り
て
は
溝
川
惣
助
の
花
鉢
、
川
崎
正
蔵
の
七
宝
大
花
瓶
等
完

全
な
る
大
作
と
せ
ら
れ
た
り
」
（
註
2
8
）

と
あ
る
よ
う
に
、
陶
磁
器
や
七
宝
焼
な
ど
に
つ
い
て
は
形
態
や
文
様
が
類
型
化
し
て
い
た

り
機
能
性
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
、
す
で
に
欧
米
諸
国
に
知
れ

渡
っ
て
い
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
様
式
の
模
倣
作
品
が
数
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
、
値
段

が
高
す
ぎ
た
こ
と
　
（
「
日
本
値
段
」
と
い
わ
れ
た
）
な
ど
か
ら
、
同
万
国
博
覧
会
場
で
は

日
本
か
ら
の
出
品
に
対
し
て
批
判
が
続
出
し
た
。
た
だ
し
、
宮
川
香
山
・
加
藤
友
太
郎

（
か
と
う
　
と
も
た
ろ
う
　
瀬
戸
に
生
ま
れ
上
京
し
て
井
上
良
斎
や
ワ
グ
ネ
ル
に
師
事
）
・

錦
光
山
宗
兵
衛
（
き
ん
こ
う
ざ
ん
　
そ
う
べ
い
　
京
都
の
錦
光
山
家
七
代
目
と
し
て
生
ま

れ
京
薩
摩
を
制
作
）
・
清
風
与
平
（
せ
い
ふ
う
　
よ
へ
い
　
兵
庫
県
の
円
山
派
の
次
男
に

生
ま
れ
京
都
の
名
門
清
風
家
の
養
子
と
な
っ
て
陶
芸
を
学
ぶ
な
か
か
ら
純
日
本
的
な
作
風

を
確
立
し
て
明
治
二
六
年
に
陶
芸
界
最
初
の
帝
室
技
芸
員
）
た
ち
に
よ
る
作
品
（
陶
磁
器
）

や
溝
川
惣
助
　
（
な
み
か
わ
　
そ
う
す
け
　
東
京
で
七
宝
制
作
に
携
わ
る
中
で
日
本
画
的
な

作
風
を
追
求
し
無
線
七
宝
の
技
法
を
完
成
し
て
明
治
二
九
年
に
帝
室
技
芸
員
）
・
並
河
靖

昌

之
（
な
み
か
わ
　
や
す
ゆ
き
　
繊
細
巧
緻
か
つ
華
や
か
な
作
風
を
追
求
し
明
治
二
九
年
に

帝
室
技
芸
員
）
・
安
藤
重
兵
衛
た
ち
の
作
品
（
七
宝
焼
）
　
に
つ
い
て
は
、
万
国
博
覧
会
の

審
査
員
達
か
ら
絶
賛
を
博
し
て
い
る
　
（
註
2
9
）
。

四
　
出
品
者
か
ら
見
た
万
国
博
覧
会

．
出
品
を
願
う
人
　
（
あ
る
い
は
会
社
）
　
に
と
っ
て
、
万
国
博
覧
会
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を

も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
独
立
百
年
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
「
出
品
者
心
得
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
項

目
が
見
ら
れ
る
。

「
一
又
出
品
す
る
に
二
種
の
心
得
あ
り
其
一
は
飽
迄
美
良
精
好
に
し
て
便
宜
を
極
め
た

る
物
品
な
り
是
物
品
精
粗
適
否
の
吟
味
に
し
て
賞
牌
を
得
せ
し
め
美
名
を
海
外
迄
輝

か
す
為
め
な
り
…
」
　
（
註
0
0
）

「
一
品
主
に
て
彼
国
に
至
ら
ず
本
局
に
託
し
て
出
品
す
る
者
は
本
局
に
て
物
品
持
帰
り

販
売
の
後
売
残
り
候
節
は
持
帰
る
欺
耀
売
に
出
す
歎
共
晶
主
の
存
意
に
任
す
ぺ
け
れ

ば
若
し
耀
売
に
出
さ
ば
凡
何
割
引
迄
は
差
支
な
し
等
の
情
実
委
細
可
申
出
置
事
」

（註31）こ
の
二
つ
の
項
目
か
ら
、
万
国
博
覧
会
は
個
人
（
例
え
ば
宮
川
香
山
や
並
河
靖
之
な
ど
）

や
工
房
（
例
え
ば
西
浦
焼
や
七
宝
会
社
な
ど
）
・
取
扱
い
商
社
（
例
え
ば
起
立
工
商
会
社
）

に
と
っ
て
作
品
発
表
の
絶
好
の
場
（
長
期
的
視
野
）
　
で
あ
る
と
と
も
に
作
品
販
売
の
場

（
短
期
的
視
野
）
　
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
を
例
に
と
る
と
、
現
地
で
は
日
本
の
出
品
物
に
対
し
て
、

「
各
国
の
品
の
内
見
物
人
の
最
も
多
く
集
ひ
来
る
は
日
本
の
品
な
り
、
陶
器
、
漆
器
、
寄

せ
木
細
工
の
如
き
は
欧
羅
巴
に
て
は
最
も
珍
ら
し
く
美
し
と
す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
、

支
那
の
品
に
も
よ
き
も
の
あ
り
と
離
日
本
の
右
に
出
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
」
（
註
3
2
）

と
い
っ
た
評
価
が
寄
せ
ら
れ
、
欧
米
に
は
見
ら
れ
な
い
東
洋
趣
味
の
出
品
物
の
中
で
も
日

本
の
物
が
群
を
抜
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
順
調
な
売
れ
行
き
を
見
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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そ
れ
で
も
残
っ
た
物
に
つ
い
て
は
、
随
行
し
た
商
人
に
命
じ
て
ウ
ィ
ー
ン
で
売
り
さ
ば
か

せ
た
　
（
註
3
3
）
。

第
三
回
パ
リ
万
国
博
覧
会
（
明
治
政
府
の
参
加
経
費
は
二
一
万
三
千
円
）
を
例
に
と
る

と
、
同
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
は
巨
額
の
売
り
上
げ
（
三
三
万
七
千
円
余
）
が
見
ら
れ
た
。

品
種
別
に
見
る
と
、
陶
磁
器
関
係
の
売
り
上
げ
が
最
も
多
く
、
次
い
で
金
銀
銅
器
・
漆
器
・

小
間
物
・
織
物
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
品
者
に
目
を
向
け
る
と
、
七
宝
会
社
や
円
中

孫
平
（
九
谷
焼
）
・
起
立
工
商
会
社
・
香
蘭
社
・
三
井
物
産
・
太
田
万
吉
（
東
京
府
）

京
都
府
・
宮
川
香
山
・
瓢
池
図
・
柿
本
彦
左
衛
門
（
薩
摩
焼
）
が
上
位
一
四
名
の
中
に
見

ら
れ
る
　
（
註
3
4
）
。

ち
な
み
に
、
柿
本
彦
左
衛
門
の
場
合
は
蓋
物
・
茶
碗
・
菓
子
器
・
箸
置
・
水
注
・
皿
・

砂
糖
入
・
乳
人
な
ど
を
出
品
す
る
と
と
も
に
、
彦
左
衛
門
自
身
も
渡
航
し
て
銀
牌
を
直
接

受
賞
し
、
七
四
八
〇
フ
ラ
ン
の
売
り
上
げ
を
得
て
い
る
　
（
註
3
5
）
。

し
か
し
、
相
手
国
の
経
済
状
況
や
日
本
趣
味
の
減
退
に
よ
っ
て
、
巨
額
の
費
用
を
投
入

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
か
ら
の
出
品
物
が
期
待
通
り
に
売
れ
な
く
な
る
状
況
も
生
ま

れ
て
き
て
い
た
。

南
北
戦
争
後
の
不
況
下
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
大
陸
発
見
四
〇
〇
年
記
念

万
国
博
覧
会
に
お
い
て
は
、

「
本
博
覧
会
本
邦
出
品
物
の
売
行
き
予
期
の
如
く
良
好
な
ら
ず
為
に
渡
航
の
諸
協
会
組
合

員
間
に
紛
議
を
生
じ
延
い
て
は
事
務
局
の
措
置
を
非
難
し
、
又
は
同
業
者
間
の
不
和
、

本
邦
出
品
人
の
苦
情
等
と
な
り
此
空
前
の
本
邦
賛
同
事
業
に
対
し
汚
点
を
印
す
る
が
如

き
現
象
を
呈
す
る
に
至
り
た
る
」
　
（
註
3
6
）

と
い
っ
た
状
況
に
陥
り
、
第
五
回
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
い
た
っ
て
は
、

「
販
売
品
の
主
な
る
も
の
は
絹
織
物
、
絹
手
巾
、
絹
細
工
物
、
刺
繍
品
、
羽
二
重
、
陶
磁

器
、
金
属
器
、
象
牙
細
工
、
玩
具
、
漆
器
、
木
彫
具
、
七
宝
器
等
に
し
て
販
売
総
額
仏

貨
十
二
万
二
千
法
を
挙
げ
営
業
諸
費
、
宣
伝
費
、
契
約
納
付
金
等
を
控
除
し
約
五
万
法

の
損
失
を
醸
せ
り
、
残
品
は
三
百
三
十
個
に
上
り
内
九
十
個
を
巴
里
に
て
処
分
し
二
百

個
は
英
米
廻
し
と
し
四
十
個
を
本
邦
に
返
送
し
其
結
果
は
決
し
て
予
期
の
如
く
良
好
な

ら
ざ
り
し
」
（
註
3
7
）

と
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
政
府
に
と
っ
て
も
出
品
者
に
と
っ
て
も
万
国
博
覧
会
で
の
即
売

が
期
待
で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

出
品
者
た
ち
は
万
国
博
覧
会
を
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
は
江
戸
時
代
の
大
名
諸
侯
に

代
わ
る
新
し
い
市
場
確
保
（
欧
米
先
進
国
の
王
侯
貴
族
や
資
本
家
）
　
へ
の
絶
好
の
宣
伝
の

場
と
し
て
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
短
期
的
視
野
に
立
っ
て
は
美
術
工
芸
品
制
作
事
業
の
た

め
の
回
転
資
金
を
入
手
す
る
場
と
と
ら
え
、
競
っ
て
参
加
し
て
き
た
。
万
国
博
覧
会
に
出

品
さ
れ
る
よ
う
な
作
品
は
、
当
時
の
一
般
的
な
日
本
人
に
は
高
価
す
ぎ
て
購
入
で
き
な
い

も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
四
〇
年
に
お
よ
ぶ
明
治
期
の
万
国
博
覧
会
の
歴
史
は
、
宮
川
香
山
や
並
河
靖

之
の
よ
う
に
芸
術
性
を
高
め
て
名
声
を
保
ち
続
け
る
出
品
者
と
、
名
工
と
呼
ば
れ
つ
つ
も

時
間
の
流
れ
に
埋
没
し
て
い
く
出
品
者
に
分
け
て
い
っ
た
。

だ
が
、
出
品
者
の
中
に
は
、
自
ら
質
的
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
　
（
註
3
8
）
　
に
よ
っ
て
明
治

期
の
万
国
博
覧
会
を
乗
り
切
り
つ
つ
、
長
期
的
視
野
及
び
短
期
的
視
野
に
立
っ
て
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
市
場
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
米
国
ボ
ス
ト
ン
に
支
店
を
開
設
し
　
（
註
3
9
）
、

よ
り
安
定
し
た
販
売
経
路
の
確
立
を
目
指
す
西
浦
燐
の
西
浦
円
治
の
よ
う
な
経
営
者
も
登

場
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
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一
〇
六
頁

2
4
…
前
掲
『
万
国
博
覧
会
　
技
術
文
明
史
的
に
』
　
一
一
四
～
一
一
六
頁

2
5
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
四
輯
』
　
一
一
〇
頁

2
6
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
四
輯
』
　
一
二
頁

2
7
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
四
輯
』
　
一
一
一
頁

2
8
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
四
輯
』
　
　
二
一
五
～
一
二
六
頁

2
9
…
前
掲
『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
へ
』
　
一
一
人
頁

0
0
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
一
輯
』
　
八
八
～
八
九
頁

3
1
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
一
輯
』
　
八
九
～
九
〇
頁

3
2
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
一
輯
』
　
六
四
頁

3
3
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
一
輯
』
　
六
六
～
六
七
頁

3
4
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
二
輯
』
　
四
五
～
四
六
頁

3
5
…
図
録
『
薩
摩
焼
発
祥
四
〇
〇
周
年
記
念
展
　
世
界
の
さ
つ
ま
』
　
（
鹿
児
島
県
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
　
平
成
一
〇
年
）
　
二
〇
頁

3
6
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
四
輯
』
　
四
八
頁

3
7
…
前
掲
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料
　
第
四
輯
』
　
一
二
九
頁

3
8
…
前
掲
『
多
治
見
風
土
記
』
　
一
三
一
～
一
三
六
頁

3
9
…
『
多
治
見
市
史
　
通
史
編
　
下
』
　
（
多
治
見
市
　
昭
和
六
二
年
）
　
　
二
二
八
五
頁
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表1　明治時代に開催された主な展覧会と日本の対応
○‥万博の特徴及び性格　　▽▼‥日本の動向及び参加状況　菓：国内の博覧会　　　　1／6

開催年　　　主な出来事　　　開　　催　　地

嘉永4年

（1851）

嘉永6年

（1853）

第1回英国ロンドン

ペリー来航

安政2年

（1855）

米国ニューヨーク

備 考

ー全世界の工業の大博覧会一

入場者621万人

○原料・機械・機械関係の発明・一般製造業の

製品・彫刻と塑造の部門で構成された世界最

初の国際的な博覧会となった。

入場者25万人

第1回仏国パリ

文久2年

（1862）

慶応3年

（1867）

坂下門外の変

生麦事件

大政奉還

王政復古の

号令

明治元年

（1868）

明治2年

（1869）

第2回英国ロンドン

第2回仏国パリ

入場者516万人

○ナポレオン三世による「経済博」は、純粋芸

術とそれを産業に適用した工芸を諸外国に誇

示した。

【万国工芸博】

入場者621万人

▽初代駐日公使オールコックにより日本の美術

品が展示された。

▽新潟・兵庫開港の延期交渉のため渡欧した竹

内下之守らが日本人として初めて万博を見学

した。

入場者1100万人

○産業中心から文化中心へと性格を転換し、産

業の進歩を「美術と工芸」から捉えた。

▼幕府が公式参加・茶室と日本館を設置

▼薩摩藩と佐賀藩も工芸品を中心に出品

▽日本に欧米の工業文明がすさまじい勢いで流

入したのに対して、日本からは芸術（文化）

が輸出され、それらが喜びをもって欧米に受

け入れられた。

▽福沢諭吉が『西洋事情』によって万博を紹介

した。

西国サラゴザ

仏国ルアーブル

仏国パリ

和蘭アムステルダム

独逸アルトナ



松田千晴：万国博覧会と作品出品者

○：万博の特徴及び性格　　　▽▼：日本の動向及び参加状況　　音：国内の博覧会

開催年 偃X,因�磯b�開　　催　　地 儖X��������������ﾖﾂ�

明治3年 （1870） ��英国ロンドン 伊国ナポリ 喚国グラーツ ��

明治4年 舒)��諍��&2�英国ケンシントン ��

（1871） �,ﾈ�)¥IF位ﾒ�米国サンフランシスコ ��儘鮎iH��｢�

▼東京府商工業者が連合参加 

臆京都西本願寺で国内最初の博覧会開催 

明治5年 （1872） ��英国ケンシントン 悼8ﾈｹ�9)8y��;�,YH騫x檍､ｨﾜ2�

明治6年 舒)��諍��&2�英国ケンシントン �?ﾈ�ｨ�#s#)iﾉ�ﾂ��Y?ｩgｸﾜX�,ﾈﾏh�iﾉH韃����Xﾆ���iﾃ��x冷��Y?ｩgｹ.ｸ��,ﾉ�ﾙ'R�tXﾚﾉl�/�ｼ�-�+ﾘﾔ杏ﾈ､X,冖�.�*))ｸ+X*ｩ�h-ﾈ.ｨ���:佗ﾈ､XﾜH�Jﾘ,ﾈ*ｸ,�*�*�,h,�.��"�

（1873） �,ﾈｴ�ﾙ��喚国ウィーン 

明治7年 俚(棹,ﾉy��英国ケンシントン ��Y?ｩgｸ�����Xﾆ���x苓�2�

（1874） 劍I国セントペテルブルグ ��冓ﾈﾙ��IZ慰鮎iH��｢����cH��ｹ�79H騫x檍､ｨﾜ2���ｾ��(�8,Y?ｩgｸﾜX�,ﾉ&饑ｹH騫x檍､ｨﾜ2�

明治8年 （1875） 俔ﾘ揄8x馼ﾈ��チリ・サンチヤゴ チリ・パルパライソ 豪州メ）レポルン ��

明治9年 ��米国フイラデ）レフイア ベ）レギ一・ブリュッセ）レ ��ｸ4�8�8ｨ4ｩ<izyU9D駟ﾉH飃騫x檍�ﾂ�

（1876） 劔?ﾈ�ｨ�#���iiﾉ�ﾈ�兔Hﾙ�ﾜX�,ﾉ�ﾈﾏyH��｢��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��3iiﾈ苓�8�Y?ｩgｸｭ�/��ﾙ'R����Y�H�8,Xｷｸ�侈yH騫x檍､ｨﾜ2��弌�ﾍｩH��｢�

明治10年 ��ﾉ>ﾉ�ﾙ���仏国リヨン ��弌�ﾍｩH��｢�

（1877） 剴��c���>�ﾙ�ｪ仂iH騫x檍､ｨﾜ8��8ﾈｹ��9nﾈ�｢�

明治11年 ��第3回仏国パリ �?ﾈ�ｨ�#�c��iﾉ�ﾂ�

（1878） 劍�ｹX�Zy�ﾙ��,ﾉG9fｸ*�.x,ﾉzy+ﾈ.�,iZxﾙ�,ﾉ[h峪4��&闌ｨﾏﾈ�8/�,ｸ.x,�,H､ｨﾜ8+X+ﾘ�"��ｸ8��ｸ8ﾘ6(7�,ﾈﾔ杏ﾉV�,ﾈ5x887ﾈ6ｨ5�8�,ﾈﾅ委ﾈ*｢�ｺﾘ-ﾈ,�,H*ｸ+ﾘ�"��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��#�iﾃ9�x冷�
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○：万博の特徴及び性格　　　▽▼：日本の動向及び参加状況　　看：国内の博覧会

開催年 偃X,因�磯b�開　　催　　地 儖X��������������ﾖﾂ�

明治12年 （1879） ��和蘭アルンヘム 豪州シドニー ��ｸ�(�)�YzHｷ�-�懐¥Iy���YzH決､�,X�-�,H､ｨﾜ2�+8.ｨ.冓ﾉH�,h,�,�+ﾘ�"��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��9iﾃ��x冷�

明治13年 ��豪州メルポ）レン ��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��9iﾃ��x冷�

（1880） 剴ﾆ逸ベルリン ��冓ﾉH雹仂iH��｢�

明治14年 （1881） ��べ）レギ一・l）ェージュ 米国アトランタ ��冓ﾉH靆hｼiH��ｨ�Y?ｩgｸ�����

独逸ミュンヘン ��俎ｩ�(ｧyH��ｨ�Y?ｩgｸ�����繁�c(��>�ﾙ�ｪ仂iH騫x檍､ｨﾜ8��8ﾈｹ��9nﾈ�｢�

明治15年 （1882） ��アルゼンチン・ブエノスアイレス チリ・サンチヤゴ 喚国トリエスト ���>�ﾙ�ﾔ鮎iH��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ��U8冷�

明治16年 （1883） ��仏国ニース 填国ウィーン 独逸ミュンヘン 和蘭アムステルダム 米国ボストン �����j�&韃兒�ｩLｩt��V僣��｢��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��)iﾈ冷��亰ｨ��ﾔ鮎iH��｢�

英国ロンドン ��冓ﾉH雹仂iH��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ��)�x冷����X蝎H騫x檍､ｨﾜ8��8ﾈｹ��9nﾈ�｢�

明治17年 （1884） ��印度カ）レカッタ チリ・サンチヤゴ 米国ニューオリンズ ��冓ﾉH靫鮎iH��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ���iﾃY�x冷�

英国ロンドン ��冓ﾉH阯��iH��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ��)iﾃI�x冷�

露国セントペテルブルグ ��冓ﾉH陂�ﾇﾉH��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ���iﾈ冷�

英国エジンバラ ��冓ﾉH��厭�H��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ���iﾃ��x冷�

明治18年 （1885） ��ハンガ、リー・ブタペスト 西国サラサゴマド）－ド ベルギー・アントワープ 南ア・ポートエリザベス ウルグアイ・モンテヴィデオ 英国ロンドン ��冓ﾉH飩ﾙk餬僣��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ��)iﾃy�x冷�

独逸ニュー）レンベ）レグ ��冓ﾉH霎�ﾔ羽��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ��9iﾃ9�x冷�



松田千時：万国博覧会と作品出品者

○：万博の特徴及び性格　　　▽▼：日本の動向及び参加状況　　臆：国内の博覧会

開催年 偃X,因�磯b�開　　催　　地 儖X��������������ﾖﾂ�

明治19年 �6ﾘ8ｸ7ﾘ986x92�英国ロンドン・l）バブー ��

（1886） 俘h馼ﾈ��　ル・エジンバラ ベルギー・アントワープ 

明治20年 （1887） ��ニュージーランド・アデレード 印度ボンベイ 英国マンチェスター カナダ・ケベック ��

明治21年 （1888） ��英国グラスゴー デンマーク・コペンハーゲン ギリシャ・オリンピア ベルギー・ブリエッセ）レ 豪州メルボルン 西国バルセロナ ��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��)iﾃ9�x冷�

明治22年 （1889） ��ニュージーランド・ダニージン 独逸ハンブルグ 第4回仏国パリ ��ﾈ7H8�985逢ikﾙU9D雍ﾉD��ﾂ�?ﾈ�ｨ�#3#3YiﾉJ｢��ｨｦXﾙ�,ﾈｧx�(,�.h.丿X顗ﾙ�ﾝｸ檍ｶ8*ｨ､ｨﾜ8+8.ｨ+ﾘ�"��Y?ｩgｸ�����Xﾆ���9iﾈ苓�i��ｺﾙn(,�,ﾙW8����,ﾂ�ｴ8補�

明治23年 （1890） ��英国エジンバラ 露国セントペテルブルグ ��冓ﾈﾙ�ｬHﾙiH��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ���x冷�

独逸ハンブルグ ��傅HｼiH��ｨ�Y?ｩgｸ�����Xﾆ���x冷����c8��>�ﾙ�ｪ仂iH騫x檍､ｨﾜ8��8ﾈｹ��9nﾈ�｢�

明治24年 （1891） ��露国モスクワ 独逸フランクフルト・べルル ��

明治25年 （1892） ��スイス・ジュネーブ ��

明治26年 ��米国シカゴ ��ｸ5(8ﾘ987X5��YzIJﾘﾊ俶ﾉU9D雍ﾉD��ﾂ�

（1893） 劔?ﾈ�ｨ�##sS9iﾉ�ﾂ��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��9iﾈ苓�X派��[ﾙ9��e���;�,ﾂ�<��ﾘｭ�,i?ｩgｸｭ�/��ﾙ'R�



○‥万博の特徴及び性格　▽▼：日本の動向及び参加状況　8‥国内の博覧会　　　　5／6

開催年 偃X,因�磯b�開　　催　　地 儖X��������������ﾖﾂ�

明治27年 （1894） �?ｩ�I�ﾙ���米国サンフランシスコ 西国マドリッド 仏国リヨン ベルギー・アントワープ ��

明治28年 （1895） 倅��ｫ��"�和蘭アムステ）レダム 米国アトランタ 露国オデッサ ���cH��>�ﾙ�ｪ仂iH騫x檍､ｨﾜ8�仍�78�｢�

明治29年 （1896） ��喚国インスブルグ メキシコ ��

明治30年 （1897） ��ベ）レギ一・ブリュッセル グアテマラ ���(h匣4�8�8ｨ4ｩH��｢�

エルサルバドル ���(h匣4�8�8ｨ4ｨｺI��ﾙ�H��｢�

明治33年 ��第5回仏国パリ ��ﾃ���(ｴ冓ﾉH�,ﾉ�ﾘﾈ亥ｨ,c#��(ｴ冓ﾉH�,ﾉ_ｸﾏﾈ�ﾂ�

（1900） 劔?ﾈ�ｨ�#Cs�yiﾉJ｢��ｨ6�5h8x6�8ｨ5�8�,ﾈﾕh�ｨ/��8*���ｦXﾙ�*ｩ<h齪,ﾂ�ｭ�/�ﾉｨ,H,H齪ﾙ�,ﾉ[ik�,i[h嶌/���櫁+X+ﾘ�"��ｸ4��ｸ8ｸ�X6ｸ�ｸ9H4��ｸ*ｨ､ｨ扎+X+ﾘ�"��Y?ｩgｸ�����Xﾆ���3�iﾃY�x冷��ﾙ?ｩgｸ,ﾈ�V兒�,���+X,HﾋX+X*)�(ﾛ��YN�Kｸ*ｨ��(h+X���8��淤|x,ﾈｴ8戊*ｨ耳ｴ8,俘(-ﾈ.��"�tY:�ﾉH�,Xｧx/�+霓��94��h蝎_ｹd�,�.h,�,H��:��鷙ｮﾘｼh､X,ﾙ�h+ﾘ,雨ﾙ5x,ﾈｴ�檍/�?ﾈ訷+x.��"�

明治34年 ��英国グラスゴー ��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��iﾈ冷�

（1901） 剳ﾄ国バッファロー ��儉H4�8�8ｨ4ｩH��｢�

明治35年 （1902） �?ｨ��:��+(�2�伊国トリノ 仏領インドシナ・ハノイ ���7H8�985姐�-�Zy|ﾉ��j�&��Xｼ�8ﾈ,ﾈ蝌ｼiH��｢�

明治36年 （1903） �� 丿ﾉ�cX��>�ﾙ�ｪ仂iH騫x檍､ｨﾜ8���Xﾞ8�｢�

明治37年 �?ｩ��ﾙ���米国セントルイス ��ｸ8ｸ485x4�6做(ﾗy?ﾉU9D雍ﾉD��ﾂ�

（1904） 劍�Y?ｩgｸ�����Xﾆ��)iﾃ)�x苓�Y:�ﾋH鳬�8,ﾉ��6���(.��?ｩgｸ,ﾘ�������(､X*ｨﾔHｫH/�*(+ﾘ*ﾘ�ｨ+X+ﾘ*ｨ���8ﾘ5h4�,ﾙ?ｩ��ﾙ��/�yﾙu(,儻8�����
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開催年 偃X,因�磯b�開　　催　　地 儖X��������������ﾖﾂ�

明治38年 ��米国ポートランド ベルギー・リュージュ ��ｸ4�8ﾈ5898�)%Hﾉ�9D雍ﾉD�｢�

（1905） 劍�Y?ｩgｸ�����Xﾆ��9iﾈ冷��ｸ7�8ｸ4ﾘ�ｹ<izx�ﾍﾈ�D雍ﾉD��ﾂ��Y?ｩgｸ�����Xﾆ����iﾈ冷�

明治39年 ��伊国ミラノ ���5H987X8ﾘ98�)=丶ｩ,ｨ暮t�ﾔ鮎iiﾉH��｢�

（1906） 劍�Y?ｩgｸ�������X蝌ｭhﾅx,ﾈ�V��ｨ�Xﾆ���iﾃY�x冷�

明治40年 ��米国ジェームスタウン ��ｸ��ﾎｩj����9zH蕀U9D雍ﾉD��ﾂ�

（1907） 劍�Y?ｩgｸ�����Xﾆ���iﾈﾍﾉ�x冷�

明治41年 （1908） ��露国モスクワ 英国ロンドン ��兒x��H��｢�

露国ペテルブルグ ��冓ﾈﾙ��X�ﾈｵｨ��ｷ�-�徂ｾ���｢��Y?ｩgｸ�����Xﾆ��9iﾈ冷�

明治42年 ��米国シアト）レ ��ｸ4�8�5�4ｨ�X8h�ｸ5(99&饑ｸﾗy?ﾈｴﾉD��ﾂ�

（1909） 劍�Y?ｩgｸ�����Xﾆ��iﾃ��x冷�

明治43年 �?ｨｭ閏俘r�英国ロンドン ���?ｨ��H���自?ｨ��:��ﾉD��ﾈ�｢�
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